
■弘前大学哲学会 (論文)

『正法眼蔵』の解釈をめぐる諸問題

- 『正法眼蔵』の思想と般若系経論の関係-

斎 藤 俊 哉

はじめに

『止法眼蔵』の難解さは､定評となっているが､その難解さの原因がどこにあるのか､今

だに解明されていない｡そのため 『lE法眼蔵』の現代語訳が､近年相次いでおこなわれて

いるが､そのいずれをとってみても､ 語句の解釈､特に道元の造語とされてる藷の解釈が

非常に暖味にされ､解釈されずにそのまま使用されている例が多々見受けられる｡ (l)

このような傾向の小で､私は 『止法眼蔵』の解釈を国難にさせている原因は､主として

次の三点にあるのではないかと考えている｡

① 道元の思想の基本が､曹洞宗教学では ｢本証妙修｣と云われているが､この語の正

しい解釈がなされているのか｡

② 道元は､『【仁法眼蔵』においてどのような経論が論理の基本となっているのか｡

C3) 道元は､『正法眼蔵』において何を説こうとしたのか

今Lロ1は､このような点を中心に多少の資料性を加味して私なりの考えを述べたい｡

1. 『正法眼蔵』各巻を形成する経論

(イ) 『正法眼蔵』各巻の示衆年次と使用経論について

『正法眼蔵』の基本思想を探る上で､私は定本と各巻の示衆年次を比較検討をすること

によって､問題点の 一つを解明することができないかと考えている｡そこで､『止法眼蔵』

の各巻を示衆年次別に配列し (2)､その巻で扱われている経論 ･祖録を書き出してみると､

次のようになる｡(｢経論｣は経典と論歳､｢祖録｣は禅宗祖師の語録､( )内の数字はそ

の巻の引用が認められる数で､(内数)は公案 (問題視起)として長文で原文に近い形で

扱われているもの､｢外典｣は仏教関係以外からの引用､また示衆年月日は陰暦であるた

め ( )内に内暦を入れた､ここでは紙幅の都合上その年の示衆順に巻名と､経論 ･祖録

をまとめて挙げている｡)(こう)

◎ 寛善三 (1231)一難道話 (拾遺)(1巻)-この春､京都建仁寺より山城探草に閑居

(経論)雑宝蔵経 (2)､法華経 (3)､苫傍厳経 (1)､大智 度論 (2)､大乗起信論 (1)､

l卜観輔行倦弘決 (1)､阿育主経 (1)､

(祖録)雲門録 (1)､宏智広録 (2)､宗鏡録 (1)､博燈録 (ll)､禅苑清規 (1)､会要

(4)､普燈録 (1)､

◎ 天福元 (1233)-=(城深草に観音導利興聖霊林寺を開く一第2摩糾般若波羅蜜､第1
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硯成公案 (2巻)

(経論)大般若経 (4(4))､般γi波羅蜜多心継 (3)､法華経 (1)､首相厳維 (1)､人智

度論 (1)､唐沢摂大乗論 (1)､

(祖録)如浄語録 (1)､宏智広録 (4)､広燈録 (1)､園悟録 (1)､

(外典)名義抄 (1)､

◎ 嘉禎川 (1238)一第7 ･頼明珠､(1巻)

(経論)法華経 (2)､書薩理路維 (1)､首相厳維 (2)､

(録祖)宏神仏録 (5)､天竜如浄録 (2)､従容録 (2)､樽燈録 (9(1))､会要 (5)､∫ll_

燈会元､

(外典)荘｢
◎ 延応元 (1239)一第 5即心定価､節50洗面､節54洗浄､(3巻)

(経論)賢愚因縁繕 (2(1))､法華経 (6(1))､六 卜華厳経 (4(4))､北本浬架経 (1)､

経歴経 (2)､摩糾僧祇律 (3(2))､十調律 (1)､根本説 ▲切有部毘奈耶雑事 (1)､

人比丘三千威儀経 (7(7))､兜網経 (3(1))､倶舎 論 (1)､止観捕行博弘決 (1)､

(祖録)宏智広録 (1)､従容録 (2)､樽心法要 (1)､博燈録 (3(1))､広燈録 (1(1))､

禅苑清規 (ll(4))､趨州録 (1)､長霊守卓.禅師語録 (1)､統要集 (1(1))､出家大

網 (栄西)(1)､

◎ 仁治元 (1240)- 節28礼拝得髄､第25齢声Irl色､第31諸悪莫作､第20有情､第3製

裟功徳 (新草)､節32樽衣､第29山水経､(7巻)

(経論)長阿含経 (1)､大楼炭経 (1)､巾阿含経 (2(1))､増 ･阿含経 (1(1))､悲華

経 (1(1))､人乗本'l:.心地観経 (3(3))､rll一線経 (2)､大荘厳論経 (1)､法句矧敵
組 (2)､法中継 (29)､人雫積経 (2(1))､観無最寿経 (1)､北本浬集経 (7)､維摩

経 (2)､侮龍上経 (1)､金光明経 (1)､金光明最勝ヨーA.経 (1)､未曾有因縁経 (3)､

苫概厳経 (2)､摩,河僧祇律 (2(1))､tJL1分律 (3(1))､根本説一切石部百 一瓶磨

(1(1))､大比rT二三千威儀経 (2(1))､焚網経 (8(1))､大智 度論 (4(1))､倶舎

論 (2)､情訳摂大乗論 (1(1))､立世阿毘曇論 (1)､川分律剛繁輔閲行持紗 (1)､

t-&伽論記 (1)､法華文句 (1)､唯識論述記 (1)､大乗義章 (5(1))､ 肇論 (1)､律

和感通博 (1)､摩.河｣l二観 (2)､｣1二観捕行博弘決 (3(1))､附法蔵因縁博 (1)､法苑

珠林 (2)､像法決疑経 (1)､浬襲経会疏 (1)､

(祖録)博燈録 (28(7))､普燈録 (4(3))､会要 (9(2))､広燈録 (3(1))､続燈録

(1)､宏智広録 (7(1))､聞悟録 (2)､越州録 (1(1))､統要集 (1)､従容録 (1)

雲門録 (1(1))､禅l里【1師飴 (1)､僧吏略 (1)､禅苑清規 (1)､大店西域記 (2

(1))､il'.'･巌録 (1)釈llr]章服儀 (1)､宋高僧博 (1)､臨所録 (1)､不詳 (4(1))､

(外典)論語 (1)､蒙求 (2)､孝経 (2)､通玄兵経 (1(1))､准南 予 (1)､荘 ｢ (1)､

◎ 仁治 -.(1241)一第52仏祖､第39嗣書､第12法華転法華 (拾遺)､第8心不日†得.別本

心不叶得､第19古鏡､第30着経､第3体性､第6行俳威儀､第34仏教､第35神､第39嗣

苦､(11巻)
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(経論)長阿含経 (1)､人般若経 (1)､金剛般1㌧:経 (1(1))､仁 L護国般若経 (1)､法

華経 (111(3))､六十華厳経 (1)､八十華厳経 (2)､北木浬繋経 (7(2))､金光明

経 (1)､金光u)1最勝土継 (1)､首秩厳経 (3)､像法決疑経 (1)､焚網経 (2)､維摩

経 (2)､人智度論 (2)､倶合論 (1)､法華玄義 (1)､観無lT摘-:一杯疏 (1)､法苑4珠

林 (1)､御注金剛経疏宣演 (1)､
(祖録)博燈録 (92(21))､会要 (37(7))､普燈録 (5)､統要集 (8(2))､広燈録 (ll

(6))､続統録 (1)､祖党集 (45)､禅苑清規 (1)､園悟録 (4(2))､従容録 (8)､

宏智広録 (7(2))､大慧語録 (1(1))､碧巌録 (4(1))､雲門録 (2)､洞lll悟本録

(3(1))､馬祖録 (1)､会元統略 (1)､如浄清涼録 (1)､天童景徳寺録 (1)､臨所

録 (1)､腐居十語録 (3)､金剛組頭 (1)､川老金剛経註 (1(1))､不評 (7(4))､

(外典)易経 (1)､准海集 (1)､老 (-(1)､荘+ (1(1))､日本書紀 (1(1))､事物起

原 (1)､貞観政要 (1)､

◎ 仁治 二 (1242)一第10大悟､第12坐禅蔵､節26傭向上事､郡17悠磨､第16行持 f･:卜､

第13梅印 三昧､第21授記､第18観晋､第36阿羅漢､第40析樹子､第15光明､節4身心学
道､郡27夢巾説夢､第33道得､第24画餅､第22仝機､(16巻)

(経論)長阿 含経 (1)､増 一阿 含経 (1)､ 中本起経 (1)､賢慮因縁経 (1)､大般若経

(2)､金剛般若経 (2)､般若心経 (1)､法華経 (45(9))､華厳経 (1)､人I玉稿経

(1)､観無量寿経 (1)､北本浬襲経 (3)､維摩経 (6(2))､菩薩理路経 (1(1))､

金光明経 (1)､金光HJ]最勝王経 (1)､首栃厳経 (2)､千手干t眼観世音菩薩大悲心陀

羅尼経 (1)､大比丘三千威儀締 (1)､焚網経 (1)､天尊説阿育f_聾愉経 (1)､摩糾

僧祇律 (1)､唐訳摂大乗論 (1)､大智度論 (1)､大乗法苑義林 (1)､華厳奥旨妄Jヰ

還源観 (1)､摩.iulJr･.観 (5(1))､止観輔行樽弘決 (5)､

(祖録)樽燈録 (137(36))､会要 (72(ll))､普燈録 (6(2))､広燈録 (13(5))､続

統録 (4)､続要集 (6)､従容録 (16(1))､園悟録 (ll(5))､雪膏録 (1(1))､洞

山録 (1)､宏智広録 (24(6))､碧巌録 (2(1))､超州録 (2)､臨所録 (2)､明覚録

(1)､心PF】林聞録 (1(1))､如浄天童録 (1)､如浄清涼録 (2)､如浄再住浄慈録

(1)､雲門録 (2)､入店西域記 (1)､鹿居士語録 (3)､保福従展 ･鵡湖科学 (1)､

禅林宝訓 (1(1))､禅諸門祖偶頒 (1)､巌頭全解の藷 (1)､不詳 (2(1))､

(外典)論語 (3)､春秋左氏博 (1)､老(A(1)､後漢書 (1)､文選 (1)､列 (-(1)､孝

経 (1)仁7子 (1)､文選 (1)､荘子 (4)､｢1屠易 (2)､白氏文集 (1)､准南子 (1)､

蒙求 (2)､史記 (1)､庸書 (1)､

◎ 寛元元 (合仁治契卯)(1243)一第23都機､第14空華､菩提薩唾四摂法 (拾遺)､節38

葛藤､第9古仏心､第41三界唯心 (興聖寺破却､7Jj,lヒ越 (越前志比 佳)人山)､第42

説心説性､第44棚遣､第43諸法実相､第45密語､第39嗣書､第47棚経､第46無情説法､

第48法性､第49F'摘 l三尼､第51而授､第11坐禅儀､第53梅華､第55十方 第56見価､節57

福参､第58眼晴､第59家常､第61龍吟､(24巻)

(経論) 増一･阿含経 (1(1))､修行本起経 (1)､傭本行集経 (4)､小木起経 (1)､大
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般若経 (1)､金剛般若経 (4(1))､仁t:_般君波維 蜜経 (1(1))､法華経 (79(20))､

六十華厳経 (1(1))､八十華厳経 (2(1))､無量弄経 (1)､俳説阿弥陀経 (2)､北

本浬集経 (5)､維摩経 (2)､金光明経 (1(1))､諸徳福田経 (1)､圃党経 (4(1))､

~首秩厳経 (6(1))､肯兄毘婆沙律 (1)､焚網経 (3)､人轡度論 (2)､倶合論 (1)､

人乗起信論 (1)､仰説八人 霊 塔名号経 (1)､大乗義章 (1)､阿育上組 (2)､法兆珠

林 (1)､翻訳名義集 (1)､大党人日ハ‖弗決疑経 (1)､

(祖録)僻燈録 (109(31))､会要 (53(16))､広燈録 (10(3))､続要脹 (9(3))､普

燈録 (3)､続統録 (5(4))､宏智 広録 (13(2))､砦巌録 (6(1))､雲門録 (3(1))､

闘悟録 (9(2))､応庵録 (1(1))､大慧広録 (2(1))､石門林lⅢ録 (1(1))､石頭
希遷 (1)､uJはi:録 (1)､臨折線 (1)､馬祖録 (1)､洞Ill録 (2)､禅林僧宝樽 (1)､

如浄天童録 (31(22))､天童如浄の語 (8(6))､禅宗頒古聯珠通集 (2(2))､人天

眼H (7)､鹿居f:語録 (2)､般若多維尊音博法偶 (1)､金剛経餅 (1)､長霊守阜禅

師語録 (1)､禅林類衆 (1)､不詳 (5(2))､

(外典)庸書 (2)､蒙求 (2)､論語 (1)､史記 (1)､荘子 (1)､[Lll舌易 (1)､管 (A(1)､
文節 (2(2))､准南子 (1)､李白 (1)､杜詩 (1)､通俗編 (1)､

◎ 寛元二 (1244))-第37春秋､第62祖師西来意､節64優曇華､第63磯無 し心､第4磯 拝

提心 (新草)､第65如来全身､第66三昧王三昧､節60三十七 品 拝捉分法､第67転法輪､節

69｢拍仁三昧､第68大修行 (9.1人仏寺法堂竣工)､(11巻)

(経論)長阿含経 (1)､増 一阿含経 (1)､修行本起経 (1(1))､太 上瑞応木起経 (1)､

俳本行集経 (1)､醤峨経 (1)､法華経 (19(7))､六十華厳経 (2(1))､入墨精締

(1(1))､北本浬磐経 (4(2))､人〟等大集経 (1)､維摩経 (2)､苫梼厳経 (2

(1))､摩糾僧祇律 (1)､川分律 (2)､大智度論 (13 (4))､大毘婆舎論 (3(1))､

倶舎論 (5)､大乗荘厳論 (1)､大乗義章 (1)､摩糾止観 (3(2))､法界次第初Pl

(6(6))､阿帝王経 (1)､人焚天王問俳決疑経 (1(1))､ トモ経 (1)

(祖録)博燈録 (71(5))､会要 (34(2))､普燈録 (5(3))､統要集 (4(1))､広焔録

(6(4))､明覚録 (6(1))､禅苑清規 (1(1))､宏智 広録 (12(1))､園悟録 (6)､

碧巌録 (2(1))､従容録 (2)､雲門録 (2)､大慧広録 (1)､大慧宗門武庫 (1(1))､

人慧禅師塔銘 (1)､如浄録 (25(3))､禅宗頒占聯珠通集 (5(5))､不詳 (2(1))､

(外典)論語 (1)､易経 (1)､荘+ (1)､

◎ 寛元二 (1245)一第70虚空､第71鉢克､第72安居､第73他心通､第74壬索仙陀婆､節

75出家 (6.15大仏寺を永平寺と改称)､(6巻)

(経論)大般若経 (2(1))､人品般若経 (1)､般若心経 (1)､法華経 (5(1))､北本浬

襲経 (1)､蓮華而経 (1)､jJJ'広宝僕経 (2(1))､悌押印利天為母説法経 (1)､園

党経 (2(1))､焚綱経 (2)､人智度論 (2(1))､法苑疎林 (1)､

(祖録)侍燈録 (18(5))､如浄録 (7(4))､統要集 (5(4))､会要 (5(1))､普燈録

(1)､続統録 (1(1))､禅苑清規 (13(4))､園悟録 (3(2))､碧巌録 (2(1))､宏

智 広録 (2(1))､雲門録 (3)､長霊守草 禅師語録 (1)､祖庭事苑 (1)､黄架構心法
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要 (1)

(外典)論語 (2)､准面子 (1)､史記 (1)､易経 (1)､文十 (1)､

◎ 建長 J工(1253)- 第12八人人覚 (新草)､(8.28道元示寂)､(1巻)

(経論)沸垂般押葉略説教誼組 (1(1))､大乗義章 (2(1))､

◎ 建長五 (1253書写)一第8三時業 (新草)､(1巻)

(経論)巾阿含経 (1)､雑阿含経 (1)､増一一阿含経 (4(1))､大宝積経 (1(1))､大智

度論 (2)､大毘婆沙論 (9(8))､倶舎論 (7)､法華文句 (1)､大乗義章 (4)､
(祖録)博燈録 (3(2))､大店西域記 (1)､

◎ 建長七 (1255書写)一第9L)Ll情 (新草)､節 1山家功徳 (新草)､第5供養諸仏 (新革)

第6帰依仏法僧宝 (新草)､第7深信因果 (新草)､第10四禅比丘 (新旦)､(6巻)

(経論)長阿含経 (1)､人般浬集経 (1(2))､起世囚本起雑 (1(1))､雑阿含経 (2

(1))､増 一阿含経 (2(1))､六度集経 (1)､悲華経 (1(1))､悌本行集経 (7(3))､
賢愚l大1線経 (3(1))､法句醤愉経 (1(1))､大般若経 (1(1))､摩詞般若波羅蜜経

(1(1))､法華経 (12(2))､北本浬襲経 (8(5))､大方等大集経 (6(4))､維摩経

(1)､価蔵経 (1(1))､悌説希有校最功徳経 (1(1))､未曾有囲縁経 ((1)1)､摩

討僧祇律 (2(1))､再見律毘婆沙 (1)､兜網経 (2)､大智度論 (19(9))､人民婆沙

論 (10(4))､倶合論 (13(2))､菩薩地持経 (2(2))､法華文句 (1)､川分律行持

紗資特記 (2)､百論疏 (1)､摩討止観 (4(4))､_lL観輔行樽弘決 (10(10))､法華

三昧俄法 (1(1))､大乗義章 (9(2))､釈氏要覧 (1)､慧林一一切経音義 (2)､

(祖録)侍燈録 (13(9))､広燈録 (2(2))､普燈録 (1(1))､禅苑清規 (2(1))､会要

(1)､宏智広録 (2(2))､園悟録 (1(1))､大慧録 (1(1))､

(外典)論語 (2(1))､

◎ 弘安十 ･(1288書写)-唯俳輿イ弗 (拾遺)､(1巻)

(経論)修行木起経 (1(1))､法華経 (2)､

(祖録)樽燈録 (5)､図倍録 (1)､碧巌録 (1)､会要 (1)､石門林間録 (1)､

◎ 不明 (示衆 ･書写共)一第2受戒 (新草)､第11一･打法明門 (新菅)､生死 (拾遺)､

(3巻)

(経論)悌本行集経 (2(1))､六十華厳経 (1)､大宝積経 (1)､皆薩理路本業経 (1)､

大智 度論 (3)､大昆婆沙論 (1)､倶合論 (2)､大乗義章 (13)､

(祖録)広燈録 (1)､会要 (2)､禅卓E清規 (1(1))､

(口) 『正法眼蔵』における経論の取り扱い

次に､『止法眼蔵』の示衆数がどのようになっているかということである｡ちなみに､
『正法眼蔵』九十三巻の示衆年次別の巻数を挙げると､次のようになる｡

覚書 ･-.(1231)1巻､天福元 (1233)2巻､嘉禎四 (1238)1巻､延応元 (1239)3巻 仁治

元 (1240)7巻､仁治二 (1241)10巻､仁治三 (1242)17巻､寛元元 (1243)23巻 (7月北

越人Ilr)､寛元二 (1244)11巻､寛元三 (1245)5巻､寛元四 (1246)1巻､建長上 (1253)
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2巻､書写年次のみの巻及びイ用日の巻 (道元寂滅後に収録された巻)10巻

現在我々が定本として使用している 『IE法眼蔵』は､道元が晩年になって自ら編纂し直

し､新章の部分を書きIFl:したり新たにrlltき 卜すなど､将来的に百巻にすることを目指して

いたと考えられている｡

『l[三法眼蔵』において道元が使用している経論 ･祖録は､ L述のように多種多様な領域

に亘っている｡しかし長年にわたって､道 元の基本思想について研究者の問で ｢法華経｣

に依拠していると考えられているDその焼固は､『lt:_法眼蔵』が表面的には ｢法華経｣を

はじめ大台智顕の ｢摩糾l卜観｣や湛然の ｢lL観楯行樽弘決｣等の天台教学が多数使用され

ているからである｡しかし､寛元元 (1243.7.16)年の北越人山を期に ｢法華経｣からの

･jl川が徐々に減少してきているのは､京都の観音導利輿望Jll:.林寺時代に比叡lrlの圧迫を多

少なりとも少なくしようとしたことと､また京都時代は在俗信徒に対る教化にも力を入れ

ていたため､｢法華経｣が経典の巾では営晩が多く文章が美文で､誰にでも理解しやすかっ

たことを考えると天台教学系の ｢法華経｣の引用が多かったものと考えられる｡

ここで問題となるのは､寛元元年の北越人111後に道元に思想的変化があったのか､と言

うことである｡このことについては､多くの学者によって肯定論 ･石定論が論じられてい

るが未だその結論が目されていない｡私は､そのことについて道元の根底にある基本的思

想をどのように捉えるかの問題が横たわっているのではないかと考えている｡

『止法眼蔵』において､道元がこのように多数の経論や机録を使用しているのは､経論

や祖録に従って参学する必要を説いていることと､ことさら宗派にとらわれず仏祖山伝の

仏法を目指していたことにも､その原因があるものと思われる｡そのことについて､｢自

証三昧｣で次のように述べている｡

｢諸仏七俳より､沸沸祖祖のLF伝するところ､すなはち自証三昧なり｡いはゆる､或従

知識､或従経巻なり｡これはこれ仏祖の眼晴なり.｣ (r4)

｢或従経巻のとき､自己の皮肉骨髄を参究し､自己の皮肉骨髄を脱落するとき､桃華眼

情づから突出来fH見せらる､竹声耳根づから存廃相聞せらる｡｣ (5)

｢しかあるに､たとひ知識にもしたがひ､たとひ経巻にもしたがふ｡みなこれ自己にし

たがふなり｡経巻おのれづから自経巻なり､知識おのれづからr二｣知識なり｡しかあれば､遍

参知識は遍参自己なり｡拓百草は粘L'JLlなり｡粘菌木は拙自己なり.['1己はかならずJLiTl.A

鹿の功夫なりと参学するなり｡この参学に､自己を脱落し､自己を証契するなり｡｣ (6)

このことから分かるように､道元にとって経論･祖録を学ぶことは坐禅によって仏道を
学ぶと同様なことであったのである｡それゆえ､掠始経典から特にあらゆる大乗経典が仏

祖11:_伝の仏道であり､｢般若経｣｢法華経｣｢華厳経｣｢洞嚢経｣や密教に関する経論等にや

るまで読破したものと考えられる｡｢般若経典類｣としては､般若経を継承しつつ菩薩の

ありノノを深く探った ｢華厳経｣･｢十地経｣や ｢維摩経｣･｢首梼厳経｣･｢宝積経｣等があり､

｢法華経｣､｢浄土経典類｣には ｢無量寿経｣･｢阿弥陀経｣等があり､｢密教経典類｣では

｢金光明経｣等である｡さらに祖録については､如浄禅師の影響によって禅宗関係のもの

を巾心として読まれたものと考えられるが､禅宗は吉蔵 (7)の般若思想の影響を受けて成
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立していると云われていることにも原因があるであろう｡

道元が読んだ大乗経典の特徴を見ると､｢般若経｣系の経論の多いことが 『二lE法眼蔵』

の基本思想を考える 仁で重要な手がかりと求めることができるであろう｡

2. 『正法眼蔵』の基本思想

定本では ｢第 一現成公案｣｢節 二摩詞般若波羅蜜｣｢節 -1価性｣となっているが､ 示 衆年

次別に見ると ｢第 一視成公案｣が示衆される前に ｢第 二摩 糾般若波羅蜜｣が示衆されてい

ることと､｢第二桃性｣が示衆されるまでに八年の戚)Jが過ぎていること､さらにその間

に ｢第 二摩討般若波羅蜜｣から ｢耶 =.俳性｣までに20巻が示衆されている｡この点を手が

かりとして解明することにより､多少なりとも基本的なJir,li!をu)Jらかにすることができる

ものと考えられる｡

(1) ｢般若｣について

｢弁道話｣の巻のTJ頭に､

｢諸仏如来､ともに妙法を単博して､阿縛菩提を証するに､最 仁無為の妙術あり｡｣

｢この法は､人人の分 卜にゆたかにそなわれりといヘビも､いまだ修せざるにはあらほ

れず､証せざるにはうることなし｡｣ (R)

と､述べている｡この ｢阿僻菩提｣は､阿樽多羅三助三苦堤の略で､無 r-_rf.等止覚すなわ

ち真理の覚りのことであり､ここでは価件を意味していると考えられるOさらに､

｢すでに証をはなれぬ修あり､われらさいはひに-･分の妙修を単せる､初心の雛遺すな

なはち ･分の本証を無為の地にうるなり｡しるべし､修をはなれ 評を染汁せざらしめん

がために､仏祖しきりに修行をゆるくすべからざるとをしふ｡妙修を放下すれば本証手

の中にみてり､本舗を出身すれば妙修適身におこなはる｡｣ (9)

この部分は､仏教学 ･禅学において道元の真髄とされている ｢本証妙修｣を表している箇

所とされている｡それは､すべての入園に価性がありそれを5!,fi現するためには素晴らしい

最高の修行によるとしている｡しかし､

｢なにによりてか般若の正種を長じ､得道の時をえん｡｣ (m)

｢わが朝は､仁智のくににあらず､人に智解おろかなりとして､仏法を会すべからず

とおもふことなかれ｡いはんや人みな般若の止種ゆたかなり.ただ承)L'Jすることまれに､

受用することいまだしきならん｡｣ (ll)

と､人には傭性が艮わ-)ていることを知 り､それをil,l'i現するのは ｢般若｣であることを述
べている｡

(2) ｢般若｣の具体的なあり方

この ｢般若｣に対する考えを受けて書かれたのが､｢第二摩糾般若波羅蜜｣と思われる｡

この巻は､前述のとおり ｢第 -規成公案｣の数ケJ1Hl吊こ示衆された巻である｡この巻の冒

頭は､道ノ亡によって ｢般若心経 ｣ が解釈された部分である｡

｢観自在菩薩の行深般若波維蜜多情は､揮身の照兄TT.蕗皆空なり｡五組は色受想行識な

り､7T-.枚の般若なり｡照見これ般若なり｡この宗旨の開演現成するにいはく､色即是空
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なり､空即是色なり､色足色なり､空即空なり.百草なり､万象なり｡｣ (12)

と､すべての存在が ｢空｣であるとしている｡すべての存在や現象 (TT_綿とは色すなわち

物質または現象として存在するもの､受は知覚作用､想は心作用､行は因縁によって造作

され時間的に移 り変わる作用､識は認識作川)は実体がないが､しかしすべてが形相とし

て保持されている｡実体がないからこそすべての現象でありうるのであり､すべての現象

はすべての現象として実相として仮の現象であり､頁理がそのまま現象としてその時々に

現れているのである｡このことを見極め覚るのが般若すなわち ｢覚りを得る真実の智慧｣

であり､それによって物事を正しくとらえ､真理を全体的に直観する能力が必要なことと

考えている｡さらに､般若を次のように分類している.

｢般若披羅蜜十二枚､これ十 二人なり｡また 卜八枚の般若あり､眼耳鼻打身意､色声香

味触法､および眼耳鼻F.･身意識等なり｡またf)LJ枚の般君あり､苦集滅道なり｡また六枚

の般若あり､布施 ･浄戒 ･安忍 ･精進 ･静慮 ･般若なり｡また一枚の般若波羅蜜､而今

現成せり､阿頼多羅三貌三菩提なり｡また般若波羅蜜三枚あり､過去 ･現在 ･未来なり｡

また般若六枚あり､地 ･水 ･火 ･風 ･空 ･識なり｡また四枚の般若､よのつねにおこな

はる､行 ･住 ･坐 ･臥なり｡｣ (13)

これをさらに分か りやすいように分類してみると､次のようになるO

-一枚の般若は､而今硯戒の ｢阿薄多羅三森三菩提｣(無 LlL等正覚)

三枚の般若は､｢過去 ･現在 ･未来｣(時間)

四枚の般若は､｢苦 ･集 ･滅 ･道｣(vq諦)と ｢行 ･住 ･坐 ･臥｣(H常生活)

五枚の般若は､｢色受想行識｣(存在の構成要素)

六枚の般若は､｢布施 ･浄戒 ･安忍 ･精進 ･静慮 ･般若｣(六波羅蜜すなわち六つの修行

の完成)｢地 ･水 ･火 ･風 (万有生成の元素)･空 (実体のない現象)･

識 (認識作用)｣(六大)

十 二枚の般若は､｢眼耳鼻舌身意､眼根､耳板､鼻根､舌根､身根､意椴｣(十∴二人)

十八枚の般若は､｢眼耳鼻舌身意､色声香味触法､眼耳鼻舌身意識｣(卜八人 ･十八界)

のように､我々の外握も心的作用も日常 /F.活もすべて般若であ るが､この般若自体が空で

あると､道元は 1:.張 している｡さらに､如浄禅師の ｢風鈴頒｣ (ll)を挙げ､

｢先師lI召弗云､渥身似日掛虚空､不問東西南北風､ 一等為他談般若､嫡r東了嫡了東｡
これ仏祖嫡嫡の談般若なり｡渥身般若なり､揮他般若なり､滞日般若なり､浬東西南北

般若なり｡｣ (15)

また､｢大般君波羅蜜多経第172巻初分随喜廻向品第31之5｣ (16) を例示して､

｢梯薄伽兜は般若波羅蜜多なり､般若波羅蜜多は是諸法なり｡この諸法は空木l]なり､不

!1:.不滅なり､不垢不浄､不増不滅なり｡この般若波羅蜜多の現成せるは､俳薄伽兜の現
成せるなり｡聞取すべ し､参取すべし｡供養敬礼する､これ併薄伽兜に奉親承事するな

り､奉観承事の沸薄伽焚なり｡｣ (17)

と述べて､身休 ･自他 ･東西南北のあらゆる存在が般若でしかも ｢空｣であり､それは俳

が価を硯している､すなわち真実を現成していることに他ならないと考えているのであり､
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このことは全ての真実は ｢空｣を知ることによって見えてくると考えていると思われる｡

このように､すべての存在が般若の空であるという考えを 卜敷きとして書いたのが､｢第

一規成公案｣である｡

｢第一現成公案｣におい､般若波羅蜜 (智慧の完成)に対応させているその代表的な例

と考えられるは､次の文である｡

｢仏道をならふといふは､自己をならふ也｡｢El己をならふといふは､自己をわするるな

り｡自己をわするるといふは､菌法に証せらるるなり｡商法に証せらるるといふは､自

己の身心および他己の身心をして脱落せしむるなり｡悟速の休軟なるあり､休歓なる悟
速を長長日'.ならしむ｡｣ (1H)

と考えられるO般ITiの完成の修行すなわち仏道をならうということは ｢自己をならふ也｣

ことであり､それは ｢自Llをわするるなり｣として前fH.の rLL]Liをならふ也｣を否定して､

色即是空､空即是色､空即空の般若が空であるという前提に戻してしまう､と同情に修行

の無限桃を示している｡

(3) ｢般若｣を基本とした道元の ｢空の時間論｣

｢たき木はひとなる､さらにか-りてたき木となるべきにあらず｡しかあるを､灰はの

ち､薪はさきと見取すべからず｡しるべし､薪は薪の法位に住して､さきありのちあり､

前後ありとい-ども､前後際断せり｡灰は灰の法位にありて､のちありさきあり｡かの

たき木､はひとなりぬるのち､さらに薪とならざるがごとく､人しぬるのち､さらに牛

とならず｡しかあるを､生の北になるといはざるは､仏法のさだまれるならひなり､こ

のゆゑに不'+二といふ｡死の/I:_にならざる､法輪のさだまれる悌転なり､このゆゑに不滅
といふ｡ll:.も-･時のくらゐなり､死も-L時のくらゐなり｡たと-ば冬と春とのごとし｡

冬の春となるともはず､春の夏となるといはぬなり｡｣ (19)

この部分は道元の時聞論を端川勺に衣現している箇所であるが､この剃那/l二滅論は仏教のす

べての学派の認めるところである｡しかし､それを明確に論理的に説明したのが道元で､

剃那完結の内定の否定による肯定の時間の非連続の連続性と述べられているのである｡

この理論の根拠となったのは､般若経と般若経を注釈したナ-ガールジュナ (龍樹ca‥

3C..主著 ｢申論鮎｣｢六 T･類如理論｣｢空七 卜論｣｢廻評論｣｢広破経および広破論｣等)

の ｢lr-論｣ではないかと考えられる｡とくに､｢Llr論｣の偶において､ 1:.休とその作用の

否定で ｢作用 と主体 ･客体｣を論じる際の偶鮪に非常に類似した侶飴があることも注目さ

れる｡それは､

｢若燃是可燃 作作者即 ･ 若燃異F.I燃 離Hl燃有燃

如足常応燃 不l大回燃'l:_ 即無燃火功 亦名無作火｣ (20)

(もし薪がそのまま火であるならば､ 巨体とその作用の対象とが卜t仁一となってしまう｡

火が薪と別であるならば､火は薪なしにもあるであろう｡(そうならば火は)常住に燃

えるものとなるであろうし､燃える原因を要しないもの､あらためて燃やしはじめる必

要のないものとなる｡そうであれば (火は)作用をもたないものであろう｡)

である｡ さらに､
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｢うを水をゆくに､ゆけども水のきはなく､烏そらをとぶに､とぶとい-どもそらのき

はなし｡しかあれども､うをとり､いまだむかしよりみづそらをはなれず｡LUll人のと

きは､便人なり､要小のときは使小なりo｣ (21)

のように､否定の否定を特徴とする道元の論法は､｢空の論理｣あるいは ｢無常の論埋｣

と考えてよいと思われる｡このような道元の時皿 論は､｢11J論｣の次の偶畑を基本として

いるのではないかと考えられるが､このことについて江島恵教氏は､巾論の時間論につい

て次のように指摘している｡(22)

｢Li去無有去 来去赤無去 離己去未去 去時亦無去｣

(過ぎ去られたものは､(もはや過ぎ去られるという過程を終 了しているものであるか

ら)､(現在において)過ぎ去られはしない｡まだ過ぎ去られていないものは､(まだ過

ぎ去られるという過程と結びついていないから)､(現在において)過ぎ去られはしない｡

過ぎ去られたものとまだ過ぎ去られていないものとは別の､現に過ぎ去られつつあるも

のは過ぎ去られはしない)

｢動処則有去 此小有去時 非｣去来去 非敢去時去｣

(動きのあるところには過ぎ去られる過程があり､しかもその動きは現にすぎさられつ

つあるもののなかにあるのであって､動きはもはや過ぎ去られたものやまだ過ぎ去られ

ていないののなかにあるのではない｡したがって現にすぎさられつつあるものに過ぎ去

られるという過租がある｡)

｢云何於去時 血､1'r有去法 君離於去法 去情不t.1得｣
(過ぎ去られるという作用のない現にすぎさられつつあるものは決してありえない｡し

たがって､(-一11.｢現にすぎさられつつあるもの｣という表現でもって過ぎ去られると

いう作用が先取りされているわけだから､現に過ぎ去られつつあるものが ｢過ぎ去られ

る｣と表現すること､すなわち)現に過ぎ去られつつあるものに (さらに)過ぎ去られ

るという作JHがあるとすることがどうして正しいものでありえようか)

｢苦言去時去 是人則有省 離去有去情 去時独去故｣

((｢現に過ぎ去られつつあるもの｣という表現でもって過ぎ去られるという作用が先取

りされているのではなくして､なになにが ｢過ぎ去られる｣とする述語部分の方に過ぎ

去られという作用は結びつくとして､この意味で)規に過ぎ去られつつあるものに過ぎ

去られるという作用があるとする立場がありうる｡このような立場を人にとっては､過

ぎ去られるという作用なくして ｢現に過ぎ去られつつあるもの｣という (表現)がある

ことになってしまう｡なぜならば (過ぎ去られるという作F机ま述語部分に結びつけられ

て)現に過ぎ去られつつあるものが ｢過ぎ去られる｣とされているからである)

｢若去時有去 則有二種去 - 謂為去時 二謂去時去｣

(このように､規に過ぎ去られつつあるものに過ぎ去られるという作川があるとした場

合には､過ぎ去られるという作用が二伸あることになってしまう｡すなわち ｢規に過ぎ

去られつつあるもの｣という表現を成_lil-.せしめている ｢過ぎ去られるという作Jl]｣と､

それが ｢過ぎ去られる｣とする表現を成立せしめ､｢過ぎ去られる｣という述語部分に
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闇係する ｢過ぎ去 られるとい う作用｣とである)

と､運動を再定しIl馴日の運動性を否定していることを挙げている｡さらに仏教では､睡問

は現象とする存在宵の変化 ･牛減の状態に即して立てられている｡ したがって､変化して

やまない現象に即して時rlTHが考えられているかぎり､時H削ま同定的ではない｡固定的でな

い博聞は固定的な量を転位 として認識することはできない｡回定的でなければ､そこにあ
るのはいわばそれ以 rl.分割不分割な点に等 しい原+I'l'J時附の前後無関係な継起であって､

この点をいくら集めてみても量的には認識されない｡それなら回定的で認識され うるよう

なuJilH]が存在するかというと､回定 的 であればそのゆえに日割l".]は的ItH]でではなくなるとい

う事態が!卜.じてしまうので､そのような時l帥ま存在 しないことになる｡

ナーガールジュナは､時IIri]を非同定的なものとしてもL'叫定t't/Jなものとしても､そこには

量的な時制認識が成 ､Li-_せず､また星的な時問認識が矛爪を持つことを指摘することによっ

て､時閲の量的認識を否定 し､情隅]の独立存在性を否定 しているのである｡

道元の時IH｣論は､まさにこのナ-ガールジュナの時問論を基木としているものと思われ
るが､それは般若経典を基本としているとい う 一つの証拠 となるである｡

(4) 道元の空 (無常)悌性論

さらに､｢第三沸性｣の巻において ｢傭性｣をどのように考えていたかを検討する必要

がある｡道元は､｢悌性｣の巻の目頭に､

｢一切衆'l:_悉有価性､如来常住無イ1-変易｣ (2二i)

を挙げて､｢･切衆生悉有価性の悉有とは仰性である｡｣と述べている｡禅宗では､体性が

イ]ーるか無いかの論は古くから行われているが､この価性有無論の問題にに対して道元が二IL:.

面から取 り組んだのが,この ｢沸性｣の巻である｡この巻について､高崎直道博上は ｢沸

件 とは何か｣の中で､この ｢イ拙作｣の巻を詳細に分析されているので､それを弓=1は せて

頂くと､次のように区.分されている｡(2′1)

A. 序説- 『渥襲継』の価性義 とrF_しい価性観

§1. ｢一切衆'f:_悉有価性｣- ｢悉イ1-は俳性なり､悉有の ･悉を価性 といふO｣

§2. 俳件を党知覚√の主体とみるは先尼外道の説

§3. イ肝性を草二木の種 /･のごとくノ揖うのは凡夫の情景

§4. 畑作は帖節囚縁

B. 諸仏IILの俳性観

§5. 馬鴫の ｢沸件海｣

§6. 川祖の ｢無俳性｣
§7. 五祖の ｢嶺商人無俳性｣

§8. 六祖の ｢無常俳件｣

§9. 龍樹の ｢rll)Hl]｣(道元の見た目)]和の図)

§10. 塩17芹安の ｢･切衆生有価性｣
§11. 僕IIJ霊砧の ｢･切衆′t.無俳性｣

§12.百丈懐き毎の ｢1T-1塗不壊身は浄妙l司卜｣
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§13. 黄葉 ･南京の問答 ｢定慧等学､別比価性｣

§14. 越州従詮の ｢狗了･悌性｣

§15. 長沙景琴の ｢虹矧斬為両断｣

この中 で､博士が非常に重視されているのは､rこ祖と六祖の初会見の場に対する道元の

次の見解であり､私もこの ｢無常俳性｣が道元の悌件観であると考えているoそれは､

｢六祖示門人行目云､無常即価性也､有常宵即善悪 ･切諸法分別心也｡

いはゆる六祖の無常は､外道二乗等の測度にあらず｡ 二乗外道の鼻机鼻末､それ無常

なりといふとも､かれら窮避すべからざるなり｡しかあれば､無常のみづから無常無常

を説貨･行苦 ･証苦せんは､みな無常なるべし｡今以現自身得度者､即現自身而為説法

なり､これ伸性なり｡さらに或現長法身､或現如法身なるべし｡常聖これ無常なり､常
凡これ無常なりO常凡型ならんは､イ弗性なるべからず.小童の愚見なるべし､測度の管

見､なるべし｡仏者小塙身也､性肯小量作也｡このゆ-に′lく祖道取す､無常昔悌性也､

常甘木転 なり｡末転といふは､たとひ能断と変ずとも､たとひ所断と化すれども､かな

らずLも去来の躍跡にかかほれず｡ゆ-に常なり｡しかあれば草木叢林の無常なる､す

なはちI.)Tl性なり｡人物身心の無常なる､これ俳性なりo匡廿山河の無常る､これ俳性な

るによりてなり｡ 阿碍多羅LI_蘇 ミ書堤､これ俳性なるがゆ-に無常なり､人般浬集､こ

れ無常なるがゆへに俳件なり｡｣ (25)

と､述べている箇所である｡Hgfiの ｢六祖云々｣の部分は､｢僻燈録｣上 江西志徹章｣の

小の文を道元が独特の解釈を行ったものであるが､道元の価性観はこれを読む限り ｢無常

イ弗性｣すなわち ｢体性空｣であると考えられる｡この解釈の基本となっているのが､

｢価性音名第-一義空 ｡ 節 一義名為fLll慧｡所言空者不兄空輿イこ空｡知音見空及典不空｡

常輿無常苦之輿楽我興無我｡空音 ▲切′L:_死o｣ (26)

と､考えられる｡このように見てくると､道元がlLl己の.LAI,想を展llHするための基礎とした

のは､｢般若経｣と ｢小論｣及び ｢浬集経｣ではなかったのかという問題に突き､l'.たる｡

｢第 二摩河般若波羅蜜｣を示衆した後8年という時問の経過があるが､私は､その刷の思

想は 一Ei-して ｢般若経｣を基礎としてその他の経論を引用することによってL′｣己の思想を

展開したものと､考えられる｡

(5)道元の修証論

道元の修 (行)と証 (悟)すなわち修証.論については､｢耕道話｣巻に

｢わづかに ･人 ･時の人l乍禅なりとい-ども､諸法とあひ冥し､諸時とまどかに通ずる

ゆゑに､無尽法鼎のなかに､去来硯に､常恒の沸化道事をなすなり.彼彼ともに 一等の

l冊客なり､同評なり｡ただ坐上の修のみにあらず､空をうちてひびきをなすこと､撞の

前後に妙声綿綿たるものなり｡このきわのみにかぎらんや､白頭みな本面口に本修行を

そな-て､かりはかるべきにあらず｡｣(27)

とあるのは､先述の ｢現成公案｣の次の文に相)l'lするものであるo

｢仏道をならふといふは､｢1己をならふ也｡自己をならふといふは､自己をわするる
なり｡自己をわするるといふは､商法に許せらるるなり｡商法に証せらるるといふは､
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F:｣己の身心および他己の身心をして脱落せしむるなり｡悟速の休軟なるあり､休歓なる
悟速を長長日'.ならしむo｣ (2R)

と述べているが､｢ただ坐 卜の修のみにあらず､空をうちてひびきをなすこと､接の前

後に妙声綿綿たるものなり｣と､｢｢1己をわするるといふは､商法に証せらるるなり｣が､

道元の基本的な考えを示していると考えられる｡このことは､｢小論｣における次の ･文

が非常に類似している｡

｢衆囲縁/1:.法 我説即是無 亦為是仮名 亦足小道義

未曾有 一法 不従因縁I+二 足故 一切法 無不足空耳｣ (L''j)

(依存性(縁起)をわれわれは空性であるというのである｡その空性は仮の名づけであり､

それは巾道と同じことである｡依存しないで牛じたものなぞ何もないのであるから､空で

ないものなぞ何もない｡)(24･18-19)

｢以有空義故 一切法得成 若無空義者 一一切即不成｣ (3O)

(この空性を会得する人にはすべてのものが会得される｡空性を会得しない人にはいか

なるものもえとくされない｡)

道元にとって修道とは､すべての存在が ｢空｣であることを会得し､すべての存在の真

実を見極めることであると考えられる｡それゆえ､道元の ｢本証妙修｣を最もよく税して

いる箇所として挙げられている､次の文について検討する必要がある0

｢それ修詔はひとつにあらずとおも-る､すなはち外道の見なり｡仏法には､修叢こ

れ 一等なり｡いまも証 Lの修なるゆゑに､初心の耕遺すなはち本舗の全体なり｡かるが

ゆゑに､修行の用心をさづくるにも､修のほかに証をまつなかれとおしふ｡直指の本正
なるがゆゑなるべし｡すでに修の証なれば､証にきはなく､証の修なれば､修にはじめ

なし｡ここをもて､

釈迦如来 ･迦葉尊者､ともに証 しの修に受用せられ､達磨人師 ･人鑑高祖､おなじく

証上の修に引転せらる｡仏法住持のあと､みなかくのごとし｡

既に証をはなれぬ修あり､われらさいはひに 一分の妙修を単博せる､初心の耕遺すな

はち一･分の本評を無為の地にうるなり｡しるべし､修をはなれぬ評を染汗せざらしめん

がために､仏祖しきりに修行のゆるくすべからざるとをしふ｡妙修を放 卜すれば本証手

の中にみてり､本証を出身すれば妙修通身におこなはる｡｣(.ril)

この文からも分かるように､道元が説こうとしたのは ｢修の証｣であり ｢証 しの修｣で

あって､修行によって許悟を得､.iJf.を得てもさらに修行 し.田.Jt.-･を得というように､修 .言削ま

一利邪に同時に行われる ｢修讃 一等｣であるoそれが､前述の ｢彼彼ともに一一等の同修な

り､同証なり｣であり､｢空をうちてひびきをなすこと､拓の前後に妙声純綿たるものな

り｡｣として､ ▲剃邪の修護も空なのである｡そうなると､｢木証｣も ｢妙修｣も空であり

無常であるため､通常考えられる ｢本証妙修｣は成立せず､｢修証一一等｣が道元の真意で

あり､それも空と考えていたものと思われる｡

この修道 一等については､ 申 論 ･観如来lVl節:A/r二 において論じられている迷悟-如と

非常に類似した考えである｡(32)
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｢如来所有性 即是世=目性 如来無有性 世間亦無牲｣ (:i.'i)

(如来の本性であるもの､それをこの仙川の人々も本性とする｡如来は本体なきもので

あり､この世冊の人々も本体なきものである｡)

｢如来過戯論 lrl1人′L戯論 戯論破慧日比 是皆不見悌｣ (:i4)

(ことばの仮構を超越した不壊なるブツダをことばで仮構する人々はみな､ことばの仮構

によってそこなわれて如来をみることがない｡)

と述べているように､迷った世問 ･般のと悟った如来とはl司じ空佐という本性をもってい

る｡この世Hは 区別 され､この世問と離れたところに如｣栗を求めてもむだである､とナ-

ガールジュナはいう｡ものの空性を見ることのほかには悟りはないし､その空性とは世間

の人々､世問の事物のありのままの姿である｡それを見ないでll川口と如来をL*_BrJするのは､

ただ言葉の 卜のことだけである｡如来はある､如l乗はない､という論争 も､如来が世間の

人々とl司じように空性そのものであることを知らないことからおこる｡空性はあることを

も､ないことをも超えているのである｡

如来が空である､ということの論証そのものは､如来が身心をとってこの世にあらわれ

るとき､その如来と身心とがIH1-でも別異でもないし､また､身心に依ってあらわれる以

卜は､如来は本体としてあるのではない｡

それゆえ､｢木証｣とは､本来的な鉦悟すなわちu比前に現れる事実であり俳性であり般

若であり､｢妙修｣はその木証を自己のものとするための素晴らしきこの 上ない修行と解

して良いと思われる｡そのため､前述のように道元の修謡封ま ｢般若｣の修行であり悟りで

あるがそれ自体が空なのである｡｢本評妙修｣として成語で扱った場合､とかく陥りやす

い誤りである修行したから即悟りを得たとは解釈できないことになり､それは道元の本意

ではなかったと思われる｡このように考えてくると､道元の修讃論も先に述べたように､

般Jf,:経の経論の影響を･Jr&く見て取ることができる｡

3. 『正法眼蔵』の ｢心｣に関する用語の分析から

『Ll三法眼蔵』の ｢新草第二寝汗提心｣に述べられている､

｢おはよそ､心 三種あり､

一骨質多心､此方称慮知心｡
-.者汗栗多心､此方称草 木心｡

二者央栗多心､此方称積衆粕要心｡(:ilr,)

このなかに､搾捉心をおこすこと､かならず慮知心をもちゐる｡拝堤は天竺の音､こ

こには道といふ｡質多は天竺の汗､ここには慮知心といふ｡この慮知心にあらざれば､

汚損心をおこすことあたはず｡この慮知心をすなはち拝捉心とするにはあらず､この慮

知心をもて汚損心をおこすなり｡洋捉心をおこすといふは､おのれいまだわたらざるさ

きに､ 一切衆'L:.をわたさんと発願し､いとなむなり｡｣ (:i(,)

この文とItiJ様な記述は､｢第PLJ身心草道｣の冒頭の部分の2箇所に見られる｡この文を

手がかりに､三種の ｢心｣についてその意味するところから 『1仁法眼戯』全巻の ｢JLIJに
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関する川詔について雑ぱくではあるが折い r･.げてみると次のようになるO仏教では了身｣と

｢心｣は)引こ働くものとして捉えているため､｢身｣｢心｣を同僻に挙げてみた｡ここでは､
紙数の脚係で ｢身｣｢心｣にl=A-1する川ti吾のすべてを挙げることができないため､川語の使
用数のみとしたい｡

Tf多心 (citta)すなわち慮知心とは､志向 ･JtiME･1'･lJ断 ･j'.JBJl.瓶等の11淵 をするものとし

て心を捉えたときの呼び方であって､分別御･刊州1..に､l'lたる心と考えられる｡この心に該

当する心川.治は､約66誹と考えられる｡

(1) 肘偶としての意l味では､｢身｣が約11.乱 ｢心｣が約25.㍍､｢身心｣は0語

(2) 環hliによる変化では､｢身｣が約3語､｢心｣が約27詔､｢身心｣は約2語

(3) 発心にいたる前では､｢身｣が約8譜､｢心｣が約10.iIh ｢身心｣は2語

(4) 雅心として､｢身｣が約3兼､｢心｣が約27語､｢身心｣は2語

汁繋多心 (hTdこIyiL)すなわち草木心は､本来rI',Jには心臓を意味する.訳といわれ､感情の

!f:.起の場所を指したものである｡仏教では､IIJll,となるべき性質 (加水成心)が蔵されてい

る心として捉え､漢訳では-f1-_実心 ･i:半実心と訳されているOこれは､人｢.'Uの本性 卜存する

心で蔑如 ･法性と考えられ､さらに草木にも心があると考えられるところから､草木心と

もいわれているOこの心に該当する用語は､約69語と考えられる0

(1) イ酢性と同義として､｢身｣は約3詔､｢心｣は約17語､｢身心｣は約4.iuLI

(2) 肝性の現戒として､｢身｣は約3語､｢心｣は約47語､｢身心｣は約1語

失禁多JL､(cilla)すなわち船架粁要心は､全体を拙据してそのIrEj旨を桶川する心とされ､

成長した ･学を積んだ ･励ましを受けた等の意味からそのように呼ばれ､その糸.㌧栗として

の知識 ･知性に当たるものと考えられるoそれゆえ､ひたむきな修1=1-･･間訊 ･T#J法などの

横み重ねは､ltl与然この心の形J戊に1_l'Jたるものと考えられる｡この心に該､11する川語は､約

157語と考えられる｡

(1) 修守iの過F.).:として､｢身｣は約23譜､｢心｣は約68語､｢身心｣は約6語

(2) 修行の過杵で得る､｢身｣は約19語､｢心｣は約22語､｢身心｣は約5語
(3) 修打の純米として ｢誰｣､｢身｣は約92語､｢心｣は約48語､｢身心｣は約8語

その他､ ･般的 ･通俗的 ･包拓rlJJな点l味で使用されている場合もある｡この心に該､13す

る川.湘ま､約44.il.L与と考えられる｡

(1) 個人的存/1･:.｢身｣は約7詔､｢JL､｣は約13語､｢身心｣は約3.i-fi-

(2) 個別的意味､｢身｣は約17語､｢心｣は約10語､｢身心｣は約2LrL
(3) 意味と動作､｢身｣は約21語､｢心｣は約13語､｢身心｣は約3F.lTi

このような ｢心｣の中で､道元が最も重視したのは､｢)I-a知心｣であることは､先の引

用文を見ても分かるO｢頗知心｣とは思慮分)川する心すなわち岬性であるが､道元はこの

慮知心こそが心の基本であって､洋捉心を起こすために桜も必要な心として挙げているが､

この慮知心こそが ｢般邪｣として考えていたのではないかと云うことは､道元自身の光の

心について述べている言戯からも考えられるO何故なら､前述のように ｢般1'.=｣を′1:.得的

な心として捉えることによって､道元は悌性の存/]三を知り仏道修行にlんjかわせる心がなけ
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れば､評悟もあり得ないとしたのである｡

｢般若｣は争1r慧と訳されているが､Qj覚りを得る真実の智慧､覚りの智慧｡②貞実を見

る智慧の眼､存在のすべてを全休的に把捉するにいたる｡③兼悪といった分別 から離れた

智慧で無分別智､と意味づけられている.この般If,:の特色について.li･川彰氏 (｢般若心経

の新解釈｣世舛聖典刊行協会1982)は､①/1:_得慧､すなわち′F.まれながらに艮わる般若､

②如実知見､ありのまま (如実)にものを知る､(身事実を知る智で -.っに分けられ､ 一は

｢根本無分別1.-ltlr｣で存在の全休的なあり)Jをl出盛的に知ること､ -.は ｢後得差別智｣で個

物を認識すなわち存在を個別に認識することである｡この後得差別智は ｢L)LJiJJ分別｣すな

わちL)Aつの思惟)J一法によって考察する)j法で､｢1.存在する､2.存在しない､3.存在し

存在しない､4.存在するでもなく存在しないでもない｣であるが､ ･般的な形では｢1.
有である､2.無である､3.有にして無である､4.有にも非ず無にも非ず｣である｡④

般若無知すなわち無執靖の智慧 ･空の智慧､(5)慈悲､のl工種が般若の特性として挙げられ

ている｡(こi7)

このような般若を重視した道元が､『止法眼戚』で説こうとしたのは般若を/l･:得智とし

ている我々の ｢心｣のあり方ではないかと考え､｢心｣の構造をH)Jらかにすることが道元

研究の 一つのあり方ではないかと考える｡そのため､前述のように 『正法眼蔵』全巻の

｢心｣を付した用語と ｢身｣を付した用語及び ｢身心｣を付した用語を可能な限り挙げて､

その分析と分類をし使用例を挙げることによって､｢JL､｣の構造を明らかにできるのでは

ないかと考えている｡

これまでの道元の ｢心｣に関する研究は､｢心｣を付した巻を中 心としたものは多数見

られるが､全巻にわたる研究が行われている文献は､私の知る限りでは皆無であると考え

ている｡

私がこれまで収録した心用語を､次の辞典によって当たってみた｡

1回､｣̀ 元著 ｢仏教語大辞典 LF｣ 昭50東京背籍

禅 学大辞典編纂所編 ｢新版禅学大辞典｣ 1988大修館書店

その結果は､次のようになっている｡(両辞典に収録されているもの-◎､l回寸一〇､禅
学-●､いずれにも収録されていない-★)

◎ ｢身｣約47語 ｢心｣ 約 81語 ｢身心｣ 約5語

O ｢身｣約18語 ｢心｣ 約 36詔 ｢身心｣ 約0藷

● ｢身｣約51語 ｢心｣ 約109語 ｢身心｣ 約15語

★ ｢身｣約94語 ｢心｣ 約101語 ｢身心｣ 約18語

この表を見て分かるように､心用語はイ井せて約570語前後であるが､この中の ｢身｣では

44.8%､｢心｣では30.9%､｢身心｣では47.4%､併せて約37%が辞典に収録されてはいな

い｡このことは､他の語句についても同様で､特に道元独特の語句の使用例や道元の造語

と思われる語句の大部分が､禅学辞典にも収録されていないのが現状である｡このように､

多様な心用語を道元が用いているのは､｢心｣が刺耶生滅であるからこそ､心を非連続の

連続とする ｢聖の論理｣によって説いた結果であると考えられる｡
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さらに､これらの川語の用例を､加藤宗厚編 ･楼井秀雄修訂版監修 ｢修訂tE法眼蔵要語

索引 卜下｣(1987名筈普及会)を参考に頂木で当たってみたところ､大げさに云うと約三

分の 一が収録されていないことが分かった｡

このように見てくると､『IL法眼蔵』全巻の分析がまったく行われていないか､もしく

は行われていても､その学者の死後に消滅して世に出されてはいないかのどちらかではな

いかと考えられる｡そのために､『lL法眼蔵』の現代語訳をなされている方々も､そのよ

うな語句については敢えて訳さずに､その語句のまま文中 で使用しているものと思われる｡

4.道元と般若経論との関係についての他の見解

このように､道元と般若経のとの関係について論じているのは､現在私が把握している

限りでは次の 二人の所論にとどまっているが､ここでは紙幅のr#･J係で詳論を避けるが､い

ずれも 『ll三法眼蔵』の小で見られる道元の主張と完全に一致している｡

(1) 道元と般若経との関係

前述のように､道元と般若経論との関係を示す研究はは極めて少ない｡そのような小で､

近年､小村元氏が ｢金剛般若経｣の解説の中で次のように述べている｡(こiH)

｢道元禅師には ｢応無所住｣(｢応無所住而 /i:.其心｣とは ｢金剛般若経｣の有名な ▲旬で､

どこにも心をとどめさせないようにして心を起こせ､の意)という題をつけた歌がありま

す｡

水鳥の行くもかえるも跡たえて されども道は忘れざりけり (:i9)

ことにこの和歌ではその空の思想の積極的な意義を､じつにはっきりと強調されており

ます｡窄というと､なにか諦めとか､無と感ずるだけだということが連想されますが､た

しかに人情]がどうにもならないときには､諦めることも必要だと思います｡れども､日常

/lこきていく場合には､また別の心組みもいるわけです｡そうすると､先にも､とらわれの

ない心持ちをもって人々のために奉什せよというようなことがありましたが､その空の思

想を述べる ｢金剛経｣のような教えは､現実の実際の覚悟を示すものだと思います｡そこ

にはなんにもないのです｡なんともすがすがしい境地です｡水鳥が飛ぶと､あとにはなん

にも残していない｡しかし､決して迷うことはない｡この空の境地に達しながら､しかも

われわれは決して道をまちがえない､乱すことがない｡現実を基礎づけることになると思

うのです｡こういうすがすがしい境地で/仁きていくことができたら､どんなにいいことか

とおもいます｡｣

(2) 道元に対する ｢中論｣の影響

ア､道元の思想との類似

輪廻を断ち切るというのは即今の問題であるとru']時に､やはり阿僧祇劫 (測り得ない長

い時Ⅲ｣)とか､無限に長いI刷LHをかければそういうことはできないのだという考え)J-があ

る｡道元を見るとはっきりわかるのですが､修行というのは無限なんですけれども､無限

な修行を続けると云うことは､完成がないということです｡その完成がないということは､

出発点が完成だということで､道元にはっきりとあらわれているんです｡人乗仏教という
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のはいちばん最初に悟ってしまう｡ それから修行を始めるのです｡ト′1日)

ィ､ブツダに帰れ

ナ-ガールジュナは､外道の新興.lil,忠であるヴァイシェ-シカやニヤーヤなどに深い影

響を受けてブツダの教えをTt用hする危険をおかしつつあった石部アビダルマ論師たちのス

コラ的論議を､空観の爆薬でふきとばして､ブツダの教えの原始の姿をLlJI復しようとした

のである｡(41)

おわりに

私は､今Lr1日Fr仁法眼蔵』について年来抱いていた論理的な基本に対する疑問を､般若 経

系経論によって多少なりとも解明できるのではないかと考え､｢lfl論｣との比較検討を多

くの方々の所論を参照としながら､無謀ではあるが 一つの試みとして行ってみたOその不

備な点については､今後改めて行きたいと考えている｡

和辻哲郎先牛が 『l仁法H艮蔵』の研究を行われるまでは､『正法眼蔵』が曹洞宗の 一部の

人々によって提唱されていたのが､先′Lのご研究によって脚光を浴び凸洞)封こおいても木

精的な研究が始められたという経緯がある｡しかし､その思想的な研究は ･部の人々にlh

まり､ほとんどが書誌学的な研究で､訓一里即勺な研究も一･郡に過ぎないと感じている｡こ

のような現状から､私は今後の課題として次のようなことが挙げられると考えている｡

それらの分析を踏まえて､道元独特の川語を明確にしていく必要があるのではなかろう

か｡道元独特の川語については､これもプロジェクト･チームによって誰が読んでも納得

できる意味規定ができるものと思われるOそれを基づいて､『止法眼蔵』の読解辞典のよ

うなものが作成されるなら､現代語訳が前述のような混乱を起こさないのではなかろうか｡

それによって､『止法眼蔵』の基本的論理を明確にし､全体的な研究に進む必要がある｡

もし ｢巾論｣が 『止法眼蔵』の基本思想となっているとするなら､｢申諭｣はギリシアの
論理学との類似性が指摘されており､仏教学 ･禅学の垣根を取り払い､哲学など他分野の

協力を得て行う必要があるのではないか､と考えているO 大乗仏教の成立は､紀ノ甜†1世

紀ごろとされているが､｢般若経｣をはじめとする現存の経典のしなものは､ほぼ1-2

世紀に成立している｡大乗の教義の基本は龍樹 (ナ-ガールジュナ150-250ころ)によっ

て明らかにされ､その後も発展を続けていった｡近年この問題について､1世紀前､侶こ西

北インドに突如として出現したクシヤーン族の存在である｡このクシヤーン族については､

今まではトルコ系の民族と考えられていたが､近隼ギリシア系の遊牧艮族であったとの説

がイロブとなっている｡その仁副は第3代カニシカ上(144-170ころ)の時代が最も盛んで､西

はパルチア､東北はL卜央アジアからタリム盆地で漢と接し､シルクロー ドの要所をおさえ

繁栄をしていた｡このカニシカ壬が､仏教を保護し､仏典の結集を行い､独特の仏教美術

すなわちガンダーラ美術を発達させているo

このカニシカ 1--.の時代に仏教を保護したことが､クシヤーン族が持っていたギリシア忠

想が多少なりとも馳樹をはじめとする仏教論者に対して影響を及ぼしているのではないか

と考えられている｡今後この観点からも人乗仏教の解釈､特に馳樹の芋になる般若経の解
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釈書である ｢Ifl論｣｢卜 二門論｣ ｢r十日老婆沙論｣｢入神要論｣等の論理的解釈が進むので
はないかと考えられる｡

このような観点を踏まえて 『tI:_法眼蔵』をあらゆるjjl'',Jから解明することによって､『‥･-.

法眼蔵』の思想的な解川は その論理PLをnJjらかにすることができるのではないかと考えて

いる.10年程前にIrL版された横井雄峯氏の ｢英訳ll:.法眼蔵｣(I吊,fIIJf仏苦林)は､どのよう

に訳されているか分からないが現在は人手が困難な状況であり､それは外国人研究者に

よって研究されているからだとも云われている｡

現在､イギリス ･フランスのイン ド思想や仏教学の研究はLH二相をリー ドし､最近では

アメリカの研究にはLrを兄はるものがあると云われている.そのことと 『ll:.法眼蔵』の世
界的研究と結びつけるのは時期杵早かもしれないが､あり得ないことではないとJi廿)れるo

LH寸元 博 r:が､亡くなられる2年前に北梅道で講演をなされた時､｢21世紀は､イン ド,L思

想のl酎 ヒである｣と云われた.私はその言葉を聞いて､｢今まで誰も顧みなかったイン ド

哲学や仏教が脚光を浴びる時代｣とは 一体どんな時代なのかと ･瞬考え込んでしまった｡

このことは､単にイン ドのみならず中国仏教 ･日本仏教をも指していると考えられる｡日

本仏教では､多数の名僧が多種多様な捌乍を残しておられるが､『l｢三法眼蔵』ほど昭和になっ

てから話題となっている哲学的な著作はないと思われる｡

『正法眼IL.･RJ]について､今後解明しなければならないことは多々あるが､その小 で最も

重要なことはその論理構造であることは､これまで本稿の小で幾度となくなく述べてきた

ことである｡このことが解明されてはじめて『正法眼蔵』が我々にもっと身近な思想となっ

てくるのではないかと考えている｡
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